
 

 

 

 

    

 林野庁は８月３１日に、令和４年度予算概算要求を財務省へ提出しました。９月２日に開催された林野

庁森林整備部整備課造林間伐対策室と全苗連との情報交換会における、諏訪造林間伐対策室長並びに寺本

造林資材班担当課長補佐からの解説等を踏まえまして予算概算要求の概要をお伝えします。 

令和４年度林野関係予算は、総額 3,462 億円（令和３年度予算 3,033億円、以下 ( ) は令和 3 年度当

初予算）で対前年度比 114.1％となっています。うち、公共事業費は 2,3１4億円(対前年度比 117.4％)、

非公共事業費は 1,148 億円(対前年度比 108.0％)となっています。予算の重点事項のテーマは『カーボン

ニュートラル実現に向けた森林･林業･木材産業によるグリーン成長』となっており、6月に閣議決定した

新しい森林･林業基本計画の推進に必要な新規事業などの実現を目指すことにしています。来年度予算要

求に盛り込む主要事業は次のとおりです。 

① 森林整備事業＜公共＞ 

② 治山事業＜公共＞ 

③ 農山漁村地域整備交付金＜公共＞ 

④ 森林･林業･木材産業グリーン成長総合対策 

 ア 「新しい林業」に向けた林業経営育成対策 

 イ 森林･林業･木材産業成長産業化促進対策 

 ウ 林業イノベーション推進総合対策 

 エ 建築用木材供給･利用強化対策 

 オ 木材需要の創出･輸出力強化対策 

 カ カーボンニュートラル実現に向けた国民運動展開対策 

⑤ 「緑の人づくり」総合支援対策 

⑥ 森林･山村多面的機能発揮対策 

⑦ 花粉発生源対策推進事業 

 

公共事業の推進に続いて、重要な位置づけとなっている「④森林･林業･木材産業グリーン成長総合対策」

(非公共事業)ですが、総額は 224億円（123億円）となっており、カーボンニュートラルを見据えた森林･

林業・木材産業によるグリーン成長を実現するため、間伐や再造林、「林業イノベーション」の推進、国

民運動の展開等、川上から川下までの取組を総合的に支援することとしています。 
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令和４年度林野庁予算概算要求が提出される(速報) 

林野関係予算は、総額 3,462億円で 114.1％の伸び 

 

令和３年度関東地区特定母樹等普及促進会議が開催されました 

 



以下に、主要な種苗生産に係る支援措置をピックアップします。 

「④イ 林業･木材産業成長産業化促進対策」（総額 146億円（82 億円））の中に「コンテナ苗生産基盤

等の整備」があり、令和 3年度に引き続きコンテナ苗生産施設や幼苗生産高度化施設等の整備に対する支

援の枠組みが位置づけられました。【下記参考資料】 

特に、近年、台風・大雪等によるコンテナ苗生産施設の被害が発生していることを踏まえ、被害の未然

防止に向け、新たに耐候性生産施設への建替・補強や融雪装置・非常用電源等の設備整備への支援を実施

することとしています。(拡充) 

なお、「幼苗生産高度化施設」には、昨年に続き種子選別機や環境制御室等の導入がメニュー化されて

いますので、従来の「個々の苗木生産者が種子から苗木を作る」体制に加え、「発芽から幼苗までを協同

組合組織等が担い、その後の育苗を生産者が行う」分業を推進し、効率的な種苗生産システムを構築する

ことが期待されています。 

次に、 

「④カ カーボンニュートラル実現に向けた国民運動展開対策」（総額 6 億円（ － ））は、国民の幅広

い参画による植樹等の森林づくりの推進、エリートツリー等の成長の良い苗木の普及等の取組を支援する

ものです。【下記参考資料】 

これらの国民運動を円滑に推進するためには、優良な苗木の供給が不可欠となります。関係機関等から

の要請があった際には適切な対応が必要となりますのでご留意願います。 

 

「④ウ 林業イノベーション推進総合対策」（総額 19 億円（10億円））のメニューの中では、「早生樹等

優良種苗生産推進対策」が令和３年度に引き続き要求されました。具体的には、造林コストの早期回収が

期待できる早生樹やエリートツリーの普及等を加速するため、種穂の採取源の充実とともに苗木の生産技

術の向上を図ることで、優良苗木の供給拡大を進めることとしています。事業内容は、次のとおりです。 

①指定採取源の拡大 

②早生樹母樹林の保全･整備 

③原種増産技術の開発 

④採種園等の造成・改良、有効活用等 

⑤優良種穂生産技術の普及 

 ⑥山取採穂の推進 

 ⑦苗木生産技術の向上等 

 ⑧新たな苗木生産技術の実証 

 

また、主要事業の⑦に「花粉発生源対策推進事業」（総額 2 億円（1 億円））が今年度に引き続き計上さ

れています。 

一方、林野一般公共事業費は、2,211(1,868)億円(対前年度比 118.4％)となっています。このうち主伐後

の再造林等を推進する森林整備事業費は 1,478（1,248）億円で対前年度比 118.4％となっています。予算

要求の重点テーマである「カーボンニュートラルを見据えたグリーン成長」を実現するために主要事業の

①に位置づけられており、予算の獲得を大いに期待したいと思います。 



【参考資料】 

 

 



 

 

 

 

  

 

  「林業経営体における新型コロナウイルス感染者が発生した時の対応及び事業継続に関する基本的なガイド

ライン」、「イベント開催制限の緩和に伴うリスクを軽減するための措置」などの新型コロナウイルス感染症対策本

部からの連絡事項等につきましては、情報があり次第速やかに全苗連 ＨＰのインフォメーション並びに会員向け

ページにＵＰしていますので、そちらをご確認願います。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響により種苗の生産等に支障が出る等があった場合は、速やかに全苗

連までご連絡をお願いします。 

 

 

 

全苗連・苗組の行事予定 

 

8月 20日【延期】  第 59回農林水産祭シンポジウム（天皇杯受賞 福島県上原和直氏）（三会堂ビル;東京都 

  港区) （主催；農林水産省・公益財団法人日本農林漁業振興会） 

9月 2～3日【中止】 第６回全苗連生産者の集い（福島県「とうほう・みんなの文化センター」） 

9月 10日  第１回中央需給情報連絡協議会（林野庁）(web) 

11月 11日～12日  九州地区林業用種苗需給連絡協議会（長崎県） 

11月 18日～19日  北海道・東北地区林業用種苗需給連絡協議会（青森県） 

11月 25日～26日  近畿地区林業用種苗需給連絡協議会（大阪府）(web) 

 

新型コロナウイルス感染症への対応について 

 ・「緊急事態宣言等について」「事業継続に関する基本的なガイドライ

ン」等の情報は、全苗連ＨＰにＵＰしてあります 

 


